
MONREC招聘
福岡市動物園の現地視察における意見メモ

【日 時】2018年 12月 18・ 19日

【場 所】18日 :動物園現地′19日 :湘〒15階会議室

圏断静督】MoNREC森林局副局長 ゾー。ミン氏
MONREC森林局動物園課長 ピャエ・ゾン・ミョ氏
通訳 チョー 。ソー・トゥー氏
総務企画局国際部 古島国際交流課長 (19日のみ)′ 古賀主査
住宅都市局総務部 八島企画課長′坂田係長
住宅都市局みどりのまち推進部 宗俊部長′宮本みどり政策課長′佐藤動物園長 外

1.動物福祉に配慮した飼育施設への改善
。群れ飼育 (4頭)への対応
。繁殖後の飼育頭数 (6頭 と想定)へ も対応

・獣舎面積の確保 (オス 56肩以上/頭,メ ス37r以上/頭 )
・運動場面積の確保 (500だ以上/頭 )

2.群れ飼育にも対応できるような飼育施設への改善
。オスとメスの運動場は行き来できるように整備する

。オスとメスを分離して飼育できるように獣舎を整備する

。繁殖期には,人に見られず,人の声が聞こえないような場所を確保する
。分離飼育時にもオス・メスそれぞれ必要な運動場面積や水浴び場,砂浴び場を確保する
。水浴び場は,入口から奥に向けて傾斜をつけ,深いところではゾウが潜れるように水深 3m
を確保するとともに,水浴び後の清潔を保てるよう出入口にシャワー施設を整備する

3.ゾウ舎寝室を衛生的に管理できる砂等へ改善し,30℃以上が確保できるように暖房施設を改

良する



4.ゾウが運動場を散歩できるような動線を計画する
。エサ場を固定せずに,歩 きながら自分でエサが取れるように整備する
。人の目線より高いところにもゾウの居場所を確保する

。人から隠れることができる場所を確保する

5,運動場は原則土とし, 一部にミャンマーの森を再現するように改善する

6.背こすり (体を擦 り付ける)できるものを木材で整備するとともに,安全に配慮しつつゾウ

が遊ぶための小さな木材等を準備する



MOMREC現地視察 (2019.12.18)における確認事項

【ゾウのマストについて】

(ミ ャンマー)

。オスのゾウは 16～ 18歳になるとマストの時期を迎え,オスはメスと一緒にい

ることを望み,メスもオスに会いたがるが,一緒にするタイミングは難しい。

・檻越しや,塀を挟んで,相手を感じられるようにしておいて,タイミングを見

て一緒の空間に入れる。

・マストを心配しすぎて,常にメスとオスを離してしまうと,オスが怒りやすく

なるので,これをマストと勘違いしてオスとメスを一緒にしてしまうと危険

である。

・オスのゾウを, 日ごろからメスに慣らしておくことが必要である。

【ゾウの受け入れ環境整備について】

(ミ ャンマー)

・ゾウはプールに入る前に泥浴びをする習慣があるため,泥の池があったほうが

良い。

・泥浴びには,直射日光を避ける日焼け止めの効果や,虫よけの効果があり,泥

をかける動作は鼻の運動にもなる。

・寝室の柵 (囲い)が縦型だと鼻が出てきて危険であるため,柵は斜めが良い。

・ゾウの足のために寝室を砂にするのは良いが,半分は清潔に保つことのできる

コンクリートのほうが良い。



MOMREC協議 (2019.12.19)における確認事項

【福岡市動物園へのゾウ受け入れについて】

(福岡市)
。担当は,佐藤動物園長と井之上飼育係長。
・2020年 7月 には,福岡へ送ってもらうゾウを確定したい。
・早速,事務的な選定作業に取りかかるため,佐藤動物園長と井之上飼育係長が,2020年 1月
にミャンマーを訪問する。

・ゾウ選定後は,EEHV予防のためのビタミンCや抗ウィルス薬を持参して,3か月ごとに健康状
態の確認のために訪問する。

(ミ ャンマー)

・担当は,ゾウについてはゾウ・ミン・ウー獣医師,物流についてはピャエ ,ソ ン・ミョー動物
園課長。

・2020年 7月 までにゾウを決定できるように,選定作業に力を入れていく。
・子ゾウの年齢は,福岡市が要望している5～ 10歳ではなく,1～ 5歳に変更したほうが良い。
現在提案している 1歳の子ゾウであれば, 2年後に3歳なのでちょうど良い。
・現在提案しているゾウを実際に見てもらい,それに決めてもよいし,他のゾウを見たければ手
配する。

・7月 までに決定できるように選定を進めるには,1月 に実際に見てもらい,2月末までに健康
診断を行い,3～ 4月 で健康診断結果のチェック,5月 に105マイルのゾウキャンプに移し,5
～6月 は一緒に生活させて相性をチェックする,と いうスケジュールになる。
・複数のゾウキャンプから選ぶ場合は時間が必要になるが,相性チェックはベテランのマフーに

任せてもらえれば問題ない。
・3か月ごとに健康状態の確認に来ること,ビタミンCや抗ウィルス薬を持参することも問題な
い 。

・我々も,毎月ゾウの健康診断を実施しているので,その結果を福岡へ送付することもできる。
・ERSと いうソフトウェアに,管理しているゾウ3,000頭の写真,名前,性別,番号,生年月日,
日の色,視覚,出身地,腰の形,足の爪,耳,背の高さ,牙の長さ。太さなどのデータが入っ
ており,ゾウ選定に活用できる。
・ゾウ選定後には, 5つの病気 (口蹄疫,肺結核,狂大病,ブルセラ病 (流産病),EEHV)に つ
いて健康診断をする。
・EEHVについては,ミ ャンマーでは十分な検査ができないため,札幌市の際は,血液を札幌市
に送り,大学の病院で検査した。
・ゾウを送る際は,事前に檻のサイズや形状を協議して,福岡市側で準備してもらう。輸送は,
日暮れに檻に入れ,車に載せてキャンプを出発し,翌日の早朝出発の飛行機で輸送する。



【ゾウの受け入れ環境整備について】

(福岡市)
。これから受け入れ環境を整備する。整備には 2年間かかるので,受け入れは 2022年 3月 にな
る。

・現在,設計を進めているので,2020年 1月 末には,ミ ャンマーの専門家に福岡の現地を見て
もらい,意見をいただきたい。
(ミ ャンマー)

・設計ができた段階で専門家を派遣する。設計士と獣医師の 2名を招聘してほしい。

【研修生およびマフーの受け入れについて】

(ミ ャンマー)

・福岡市の飼育員の研修は,派遣期間は 6か月間とし,4人同時に来て,4人一緒にゾウと親じ
くなるのが良い。

・ミャンマーからゾウと一緒にマフーを 4人 ,獣医を 1人,6か月間,福岡へ派遣する。
・ゾウを選定し,105マ イルのキャンプに移してからは,動画を撮影して福岡へ送付する。福岡
市の飼育員は,ゾウの性格や動き,マフーとの生活やマフーが使っている言葉を,ミ ャンマー
に来るまでに予習しておいてほしい。

【動物医療機器について】

(ミ ャンマー)

・血液生化学検査機器については,消耗品のチップを 6か月分いただきたい。
・X線撮影装置については,カセッテを複数枚いただきたい。
・超音波診断装置 (エ コー)については,プローブを 4～ 5種類いただきたい。
・覚書には入っていないが,可能ならゾウの体重計もいただきたい。
・SEAZA会議が 2020年 11月 にミャンマーで開催予定のため,それまでに超音波診断装置 (エコ
ー)と X線撮影装置をいただきたい。今後スケジュールを協議したい。
(福岡市)

・機器の仕様や消耗品の数量については,今後,詳細に協議する。
・ゾウの体重計については,今後,検討する。

【ヤンゴン動物園へのライオン・フラミンゴの受け入れについて】

(ミ ャンマー)

・ヤンゴン動物園では,フラミンゴの数が減っているため,フラミンゴの飼育方法を教えてほし
もヽ。

・2021年度にフラミンゴを,2022年度にライオンをいただきたいので,今後スケジュールを協
議したい。

・フラミンゴについては, 1歳前後の個体をいただきたい。
・ライオンについては,将来繁殖させたいので,本ルモン検査や血液検査などで繁殖能力が確認
できた 2歳前後の若い個体をいただきたい。
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2020/02/03

Consultation between Myanmar and Fukuoka City

on the construction and renovation of the elephant habitat

ゾウ舎新設・改修に伴 うミャンマーと福岡市の協議

Date and tirne:MOnday―Tuesday,February 3-4 ,2020

日時 :2020年 2月 3日 (月 )～ 4日 (火 )

Place:Z00 1ab in FukuOka Z00

場所 :福岡市動物園 Zoo lab 多目的ホール

Attendees/出席者

Zaw Min OO

Kyaw Hitke

HirOaki SatO/佐藤園長

NaOfllmi lnoue/井 之 L係長

Tadakatsu Miyazaki/宮崎係長

TakaO Okabc/岡 部係長

Hikari SatO/佐 藤係長

Schedule/ス ケジュール

13:30  0pening remarks

開会挨拶

13:40  0utline of construction and renOvation of the elephant habitat

ゾウ舎整備概要の説明

14:10  1nspection of the elephant habitat

ゾウ舎整備箇所の視察

14:40 QucstiOn_and― answer session

質疑応答

15:20 C10sing remarks

閉会挨拶



(1日 目・動物園 Zoo Labに て)

(現在の計画を大まかに説明し整備予定地を確認)

[ミ ]オスゾウをゾウ舎の裏から山に登れるようにする場合,展望台を広げたほうが良い。

[ミ ]丘はそのまま残すのがゾウにとつては一番良い。

餌を丘の上に大量に持つてくる必要はなく,別にメインのエサやり場を作つた方が良
い 。

[ミ ]現存する木は基本的に切らないようにすること。いつもエサ探しを森の中で行うので,

ゾウは木が大好きである。ただし,ゾウは木の皮をはがして危ないので,それぞれの本

にカバーを付けたほうがよい。

[ミ ]ゾウのために道を整備する必要はなく,エサを置くだけでよい。自分で登れるルートを

探して行く。2,3回歩けば踏み固められて道になる。また,丘を登り下りすることで
いい運動にもなる。

[ミ ]ゾウはバナナが大好きなので,バナナの本をもっと植えてもいいと思う。今ある木はお

よそ 1日分程度しかない。

[ミ ]アプラヤシを植えた方が良い。

[ミ ]すごく寒くて外に出られない期間はどれくらいあるか?
→[福 ]基本的にゾウに判断してもらうように考えており,外に通じる扉は開けておいて,
ゾウの自主性に任せる。

[ミ ]札幌では雪が積もつて何週間も出られないということがあったが,福岡はどうか。
→[福 ]福岡ではあまり雪が積もらない。

[ミ ]一年を通してどれくらい気温が下がるか。

→[福 ]今 (1～ 2月 )が一番寒い時期で,朝晩は氷点下になることもある。
→[ミ ]気候がわからないと,どういう施設を作つたらいいといったことをアドバイス
できない。一日の最低気温や湿度がどれくらいあるかといつたデータを明日確

認させてほしい。

→[福]了解した。



[ミ ]既存メスゾウ舎については,日中外に出るということであれば,大きな改修をしなくて

も十分だと考える。

[ミ ]夜は干し草や藁を丸めたものを置いておけば,夜に食べつつそれを寝床として活用し
たりできる。馬小屋のような感じである。翌朝ゾウを外に出してからそれを掃除する。

[ミ ]ト レーニングをする場所はどこに作るのか。

→[福]まだ決まっていない。

→[ミ ]医療のためにも考えておかないといけない。動く壁を作つてゾウを動けなくし

て耳や足を診たりする。また,ゾウはトレーニングをしないといけない。マフー

が言うことをやってくれるように練習する場所が必要。

[ミ ]ゾウを担当する飼育員はもう決まったか?

→[福]まだ決まっていない。

→[ミ ]男性だけでなく女性も参加したほうが,色々な視点から見ることができるので
良いと思う。

[ミ ]前回来た時も指摘しているが,斜めの PCウ ォールを設けるように。斜めでないと鼻を

自在に動かすことができて危ない。

[福]暖房の温度について,どれくらいにすればよいか。
→[ミ ]外気温と比べて 10度程度上げればよい。その場合,獣舎から外に出ないことが予
想されるため,外にエサを置くなどコント□―ルが必要になる。

[ミ ]既存の擬岩が邪魔にならないようであれば,残したほうが良い。背中をこすったりする

のに使う。

[ミ ]ネピアグラス (エ レファントグラス)を植えたほうが良い。ゾウが大好きである。ゾウ

が食べても 1.5か月くらいでまた大きくなる。

[福]泥のプールやパドックの上にするところの厚みは最低どの程度必要か?
→[ミ ]ちなみにどのくらいの広さか?
→[福 ]6m× 6mく らいである。

→[ミ ]それならば 50c m程度である。



[福]オスの寝室の砂 (建物内は砂で考えている)も 50c mく らいで良いか?
→[ミ ]3フ ィート (90c m程度)必要である。尿などがしみ込んでいくため,上部の砂を

定期的に交換しないといけない。(においや病気のもとになるため)

また,砂を使う場合は土に混ぜて使つたほうが良い。

[福 ]ゾウは土をどの程度掘るのか。

→[ミ ]砂とかであればあまり掘つたりはしないと思う。掘つても 1フ ィート(約 30c m)

くらいであると思う。土を掘る主な目的の一つは,土の粉が欲しいからである。ミ

ヤンマーは暑く,日焼け防止が必要なため,ゾウは足などで土を柔らかくして体に

かける。もう一つの目的は芋などを探すためである。

[福]芝生を植えようということを計画しているが,難しいか?
→[ミ ]ゾウが入るところではできないと思う。

[福 ]ゾウが好きな砂の粒の大きさなどはあるのか。

→[ミ ]ゾウは砂があまり好きでなく,土のほうが良い。北海道でも砂を敷くという話があ

つたが,最終的に土ベースに砂を混ぜるということになった。もし砂を入れる場合

は,できるだけ粒が細かいほうが良い。(土は常に細かいから大丈夫)なぜかとい
うと,砂 (土)を入れるところは寝室であり,(エサを常に上からつるして食べる
場合は問題ないが,)床に置いてあるエサを食べる場合に一緒に砂まで食べてしま

うからである。ゾウは長生きなこともあり,毎日毎日そのように砂が付いたエサを

食べると,体内に砂が蓄積されてしまう。その影響で死んだゾウもいる。

[ミ ]オスとメスの運動場を含めたデータが欲しい。

→[福 ]運動場が 3306m2,ォス獣舎の寝室が 60m2が 2つ,メスが 38m2が 4つである。
→[ミ ]メ スは 400平方フィート (約 37m2),ォスが 800平方フィート (約 74m2)と ぃ

う 1つの基準があるので,これから作るオスゾウ舎についてはこの基準を使用
してもいいかもしれない。

[ミ ]メ スはフィーディングポイントが 6つ ,オスが 3つあるが,オスとメスがお互いに見
えるような位置に設けたほうがよい。また,壁に穴をあけてエサを探すといったことは,

屋内であればいいが,今回の強みは故郷のミャンマーに近い環境があることなので,工

サの探し方も工夫したほうがいい。例えば,ゾウは土に埋まつた芋を掘つて探したりす

るが,そういうところをつくってはどうか。他にも木の柱作つてその中に入れるのもい

いと思う。上からも食べられるし,下から取つても中の食べ物が下がつてくるような…。

食べ物に関しては,飼育員がゾウの食べやすい大きさにカットして渡すのはあまりよ



くない。例えばサトウキビであればカットして渡すよりは,1本そのまま与えて,ゾウ
の自主性に任せたほうがいい。足で踏んだり鼻で巻いてちぎつたり,自分でやりたいよ

うにやるように習慣がついているためである。

[ミ ]今日の話をまとめると特に 2点ある。1点目は現在の丘を保管してほしいということ。

丘を削つたり,ゾウの行く道を作つたりせずに,そのままにしておいてほしい。2点目
はオスとメスの真ん中に作るフェンスを工夫してほしいということ。オスとメスがお

互い見えて触りあうことができるようなフェンスにしてほしい。スチールロープや鉄

の棒などでもよい。繁殖シーズンにお互いの状況を確認しあえることが,繁殖に向けて

必要になってくるので,その点を踏まえて整備してほしい。

(1日 目終了)

(2日 目・動物園事務所会議室にて)

[ミ ]年間の気温グラフをみて大体 3月 ～10月 まではゾウも平気な気候のようだが,11月 ～

2月 は厳しいだろう。特に一番厳しい 1月 ,2月 は平均 5度ということでゾウにとって
はかなり寒い。気温が一番高い8月 の 38度はミャンマーでもこれくらいの温度になる

ため問題ない。

→[福]基本的に寒い時期は寝室をオープンにしてゾウの意思で動けるようにする予定。

なお,最低気温を記録するのは朝方や夜なので,獣舎の中にいる時間帯になる。

[ミ ]平均湿度については 80%を超える時期が年間 7か月くらいあるが,ミ ャンマーに比べて

かなり高いため,ゾウにとつて負担となると思われる。湿度が―番高い5月 (95%)は
温度も低く,ゾウが風邪をひきやすいため,この時期は気を付けたほうが良い。

[福 ]考え方として 10度を目安に考えたほうがよいのか。

→[ミ ]気温と湿度を合わせて考えたほうがよいが,10度～15度であれば外に出ていいと

思われる。

[ミ ]エ ントランスに入つてすぐゾウがいるのが見えるような設計になつているが,オスゾ
ウがすぐ見えるというのは望ましくない可能性がある。オスはマストの時期などに暴

れたりして,そういう姿を見たお客さんが不満を持つ可能性があるためである。また,

メスの獣舎に来園者が接近できるようになつているが,ゾウのプライベートをあまり



邪魔しないように,丘の周りだけ来園者が観覧できるスペースにしてはどうか。トンネ

ルについては問題ないと考える。

→[福]人の声が聞こえたりするのも避けたほうがいいのか。

→[ミ ]そのとおりである。マフーの声のみが聞こえるような状況が望ましい。

→[福 ]メ スゾウ舎前はスロープになっていて,バリアフリーも兼ねているため,変更

するのは難しいため,窓に目隠しをつけるなどの対応を検討したい。
→[ミ ]獣舎の前に小さな柵をつけるなど,ある程度の距離を確保してもらいたい。

[ミ ]泥の遊び場を追加していただいたことは非常に嬉しい。一方,ゾウのプールについてだ

が,階段になっているのが良くない。ス回―プにしたほうがいい。特に小ゾウは階段で

けがをする可能性が高い。またゾウは水に入る深さを自分の感覚で選ぶが,階段になっ

ていると,その調整も難しくなる。
→[福]スロープはコンクリートでよいか ?また勾配はどれくらいか?
→[ミ ]コ ンクリートで問題ない。勾配は 4分の 1でよいとなつているはずである。コ

ンクリート表面がザラザラしていればなおよい。

(病院視察に移動,2日 目終了)
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出 張 復 命 書

区分  轟了長  副市長  局 長  音Ь長 1 言果 長

市 長 副市長 局 長 部 長 課  長 係  長

MONRECと の協議等

ネヒ ドー IF

ヤンゴ)市

`様

~寸

出張先

福岡 ||「長 高島 , :.,,Ji

14ヵ 3ヽ0イ「 9月 3に 1

のまち推進部動物園

藤鶴刺戦|
復命事項

福岡市とヤシゴン市との姉妹都市交流の 一環として,自 然環境分野における福岡市動物

園とミャンマー政府との動物交換フログラZ、などの i可 能|:Lに ついて,MONREC人 Hi及びヤ
ンゴン市長と協1義を行いましたので、別紙のとおり報告します。

張 1平成 ‖ 年 8月 劉 日閃

1問  114カ｀30118月 25日 (11)



ミャンマー国 O MONREC大臣及びヤンゴン市との協議記録

].出張「|:平成 30年 8月 21日 (火 )～ 8月 25日 (土 )

2.出張者 :福岡市 貞刈副市長
総務企画i局  国際部伊勢川部長、国際交流課古賀「]三査
住宅都市局 動物園 佐藤園長

3 協議記録
【8月 23日 (木 )】

① MONREC オン・ウイン大臣 9:30～ H:00

。 自然環境 (動物園,公園等)分野の交流促進にlltり 判1_みたい。まずは,福岡
市動物園とミャシマー国の動物園との間で種の保全のための動物交換や
技術交流などを行いたい。
(福岡市動物園で飼育展示している動物たちの飼育環境を DVDビデオで
言兎「り]。 )

⇒ ミャンマーには動物園だけでなく、森林で働いているヅウもいる。国内に
は 19か所のゾウのキャンプがある。動物園だけでなくキャンプとの技術
交流もしてほしい。福岡市から交流内容の提案をしてほしい。協議が整い

次第,覚書を取り交わしたい。

【8月 24日 (金 )】
② YCDC マウンマウンソー市長 13:30～ 14:30

・ 昨ロネピドーでォ)・ ウ ィン大臣 |二お会いしたっ自然環境分野における

交流の話をしたが、とても前向きなお話をいただいた、関係性を作って
いきたいこ

MONRECと の協議を速やかに,生めていけるよう,マ 17ン マウンツー市長や
地域政府のご助ノJをお願いしたいc

⇒ 型、も福岡との姉妹都市交流のためにのために努力するc



出 張 復 命 書

長区 分 市 長  副 市 長 局 長 部 長  課

F「 長    島」lf長    局 長

一　
　
　
山
‐‐．‐　
　
　
　
　
一田
「

慢  1平 成 3 1」 li l l:|= 1 日

141J

II:||111J

墓 理 墓 〓長 言lll

|

|ミ ャじマー連¬ζ共和 |二 |

月|「11自 然資源 ,I疑境件1全 省森林局と,1協議等
|

|

ll l lll先
ミヽ
ヤ

 ヽ, マ ー (ネ ヒ ト ー 1丁
)ゴ ,司f) l ll要

|

福 ⅢJ lr長  高 Fみ  ぢ( 一良「  様

141ラt31イ「  」 '1 7日
(所 属 γl)   (職 名 )        (氏 71)  印

サ「摯,マ  lザ ?T,ササ十テ  す守撃1  ■
tlF宅 都 市 l.」  動 1勿 1藁1 飼 育 第 2係 長    1+と 上  尚 え

′亀昴 事iI貢
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出 張 復 命 書

lκ う, 市 長 ]力  r, 局 長  部 長 像 膚

1司 It

:装
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ミャンマー視察 施設整備についての意見

3′
‐
2o^V冨J局長説明前の事所諏萌蒔|

札幌の円山動物園は視察したか〔あのゾウ舎は素晴らしいと思うが,臭いが気になった〔札幌市に

もそのことは伝えたが,福岡市も今度計画される施設では臭いが溜まらないよう換気について考え

て計画してほしい:

3′ 25PM_獣 医重への施設整備の説明|

○今回の放飼場になる部分はすべて土か.

●現在 l~山 の部分は初めから上であるが 現状園路とt´て使用し́ているところは舗装がされている

ため,それを剥がして土にする予定である.

○福岡の最低気温は何度くらいか.

●2.3・ Cになる

○札幌では常に同じ温度に設定しているが,ミャンマーの気候の変化と同じように室温を調整でき

るとゾウにとって一番良い
=

札幌ではゾウの輸送時にゾウが大変寒がった

○ゾウが上る山を実際福岡市動物園で見たが,

た方が良い.傾斜を変えられないのであれば,

る̀

●今回の計画では道を作ることはせず,そのままの山を利用しようと考えている。道を作らないこと

は問題ないか.

○問題ない :

●今回の放飼場は斜面地と平地はどちらが多いか しだウは斜面地を上ることはできるが 余1面地を

上るのは好きではない、

●ブールヘ入る道を現在階段で計画しているが,スロープが良いなどの意見はあるか

○ス回一プは滑つて上りにくいため,コンクリートの階段で良い ソウの気分で選択できるよう階段とス

ロープどちらもあっても良い,

●オスのムスト期に完全に分離できるようにと考え,オスの獣舎と放飼場はメスと別に設置するよう

に考えており,現在オスの放飼場はオスの子供が生まれた場合にその他のオスと分離できるよう

2分害1する計画であるが,これは問題ないか ]

O分けた方が良い=ゾウの子供が生まれた場合に,母親と子供を一緒に置いておくスペースにもで
きる

ただし ムスト期に完全に隔離してしンまうと繁殖ができない1ムスト期になったらメスとの相性をみ

て相性が合わない場合はメスと隔離し、相性が良いメスがいる場合 |よそのメスと一緒に隔離する

とよい.

急な斜面もあった.斜面は最大でも45t程度にし
ゾウがジグザグに上れるように道を作る必要があ



●その他,この計画で追加した方が良い内容や,変更した方が良い内容はないか :

○良い計画だと思う̀

●今後,詳細設計を進めていくが,その中で獣医の皆さんに,福岡市の現地を見ていただきまたご

意見をいただきたい:今年の秋から冬ごろに福岡に来ていただければと思う
=

○行くことは問題ない
=

墜笙量生ノ立舎現地確認

0寝場所について

広さは20フィートでそこに大きt′ ゾヽウであれば3頭 ,」 さヽいゾウであれば4頭が寝る.

大きいゾウは係留する(4m程度の鎖,.片足だけを係留するので寝場所の外に出ることも可能 [

現地はコンクリートであったが本来は土が良い,毎朝糞尿を洗い流している
.脚への負担を考えると寝室の床は土が良いが掃除の面を考えると,コンクリートの方が良い

土にしてしまうと,清掃しても土に糞尿が蓄積していまい衛生的によくない

寝る時間は限られているので,その間だけであれば脚への負担はない.

もし、脚への負担を考えるのであれば.1 0cmほ ど上を敷いて週に1度清掃したり,人工芝を敷い

たりしても良いと思う〔ただし,土の入れ替えも大変な作業である.人工芝も破つたり食べたりする

可能性もあるので,試してみる必要がある.

〇放飼場内の丘について

習性としてはゾウは丘を登らないため丘に登るようになるには訓練が必要 .

ネビドー動物園の丘も人工のものであるが,丘の上にのみ飲み水を設けているため山を登ってい

く

丘の裏に隠れることができる.

O植栽について

'放飼場内の木はソウが倒す可能性が高いので保護する必要がある「

モートの外に植える方が良い.

O背こすりにつt′ てヽ

表面が滑らかになっていくため丸太でできた背こすりを好む

,表面が固いものは好まない=一 度痛いと学習すると使わなくなる=

ネビドー動物園ではチーク材の丸太をl FIほど地面に打ち込み根元をコンクリートで固めている[

.高さは約 3メートル
=

・背こすりはプールの近くにもあった方が良い:ゾウは水から出た後,背こすりで体をこすった後 ,ま

た水に入るという行動をする[
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ミヤンマー出張メモ

【日時】2019年 5月 21～24日

【同行職員】総務部 企画課 八島課長 伊藤係長
花とみどりのまち推進部 宗俊部長

動物園 宮崎係長

みどり整備課 横山

【出張行程】5月 21日

22日

23日

24日

移動 (日本→ミャンマー)

ネピドー動物園視察

ゾウキヤンプ 視察

移動 (ミャンマー→日本 )

【議事メモ】

【5/22】

■ 15:00～ ネピドー動物園視察

・ゾウ舎の広さは,25,000面 (626エーカー)
。動物園では,現在 H頭を飼育しているc年長で 4?歳 G
。開園当初は 8頭だったが繁殖しなかったため,4頭を入れ替え繁殖に成功したc

。前回の視察から1頭が誕生。H頭になった。

○施設について

。(飼育員から)モートの設置による園外脱出防止を勧めるc

・フェンスと電柵を設置してもよいが,ゾウヘの影響もあるため,電気の強さは慎重に決める

必要がある。

。モートの深さや幅について,現況で登り降りしている(深さ2～ 3m)c

。獣医さんは,安全面において柵よりt)モートを薦めている。

・ゾウエリアには流水 (滝 )を設置しており,甲上水口からの水を直接水浴びに使っていた。

・水汲み場的施設の設置が望ましい。

。ゾウは流れる水を好むc

・ゾウのマッチングは,FEの裏等の観光客から見えない場所や夜間に行うことが多い。

・繁殖には,オスメスで同じエリアで飼育することが望ましい。(図 面を見て)いつでも分けて

飼育できるように計山iしておけば問題はない。

。オス・メスを 緒́に生活させて,ケンカなどしないか

⇒ そういう′色ヽ配はしていない。ムスト期に入つたゾウは,鎖を付けたりしている。



・ゾウが暴れたときは,入り国の鉄扉を壊したこともある。

・エリア内の池への入口には,段差はあまりなかった (なだらかな傾斜になっているように見

えた)。

○ゾウの行動について

。オスゾウは大型化 (3～ 4m)する。小屋に足をかけて登ろうとする場面もあつたため,両前

足を鎖でつながれていた。

・気温が 20℃あれば,ゾウ自ら外出する。

・福岡では,春夏秋は 20℃以 上となるため,問題はないc冬は屋内にいる。建物の広さは ,

前|口 |の図面で問題ないと感じているc

。気温が暑いときは,体の Lに 土をかけて湿らせ ,体温調整をする。ブールには人らず ,体

にかけることが多い (水温が上がって熱いため)。

・水浴びは,同 一手順で行う(個体にもより手順は異なる)。

。繁殖するには直接飼育のほうがよい。

・メスゾウは,3か月に 1回繁殖期が来る。その時はオスにちょつかいを出すなど行動の変化

が明らか。

・オスゾウは,年に 1回繁殖期が来るcメスゾウに近寄り,メスゾウが断る場合もあり,その際

オスゾウは機嫌が悪く暴れ出し喧嘩になる場合があるcひどいときはメスゾウを殺してしまう

こともある。

・ミャンマーのマフーはスキンシップを大切にしており,ゾウが暴れている等 ,どんなときでも

マフーのいうことだけは聞く。

・直接飼育,準間接飼育のそれぞれに長所,短所がある。L界的には,準間接飼育が広が

つてきている。準間接飼育については,ゾウが病気した時など,近くに行って助けてあげる

ことができない。

。ネビドー動物園には,ゾウの間で人気のオスゾウがいる。体格や表情ではわからないが ,

ふるまいで人気を集めている。そのゾウがメスゾウにマッチングを挑む場合 ,誰も断らな

い 。

○ゾウの選定について

。ゾウの選定は動物園のゾウを選んでもよい。キャンプのゾウと動物園のゾウの組み合わせ

でも可能。

・ゾウの選定は,体力があり成長過程t)見て取れるため,若いほうがよい。

・動物園のゾウはおとなしく人に慣れているおり,エリアが狭い福岡には,動物園のゾウを選

定したほうがいいかも。



ネビドー動物 1劇 (ゾウ合)

【5/23】

●10i30～ ゾウキャンプ視察

。1教地i力 i積は,573エーカー (約 230り iデ )

。ブウキャン
~フ

11は「)1イ|:, 18:項のブウがいる.体 |し てマフー1117人 `■うら1人 方`,取り仁lfLl」っ

ている

。ブウキャンフはネヒドーーに 113カ |サ「あるが、 lltυ )人が地るこ―ヒができるυ)は ,二υ)ゾウキャ

ンフくらいで,他は森 tノ ,111にある

・ブウキャンフ (ノ ,クト|〆 1には|‖1等は1設置していノさぃ

。
1ヽ |‖ |はマフーや 1(園客がいる1/口 FI二 いイ)が ,夜十二たイ)L.lll‐ の中に入っていく 夜1)マフー
方`1挙備していろ

。ブウは高
1が
鳴る肖rliレ )をつ ||てお |',マフーは li nli)'υ )青で担当ゾウυ)唇場 |,Fを把握 ヒ́て

いる.朝になると144‐ υ)中力・ Ьi llれ てくる.

・森へは,数頭び)グルーフで行 (■ヒが多(,概オ■同じメンバーで行動しているが,他のゾウ

と1,「 IJ良 t´ で,あま「り|1告 :Π車になるこヒはなtヽ

。メイキングは森υ)中 r。してぃる

。メスゾウは 10歳 ヽ50歳く「ンいま・ 1,メ fキングが可能 今,ブウキャンプに1,妊娠してtヽるゾ
ウカヽ てヽ,そυ)ブウ|■ 34歳 ,



・オスは13高●くらいんヽらた1青 !サ |テj｀力台まる.

・イさ情期になったゾウは,コ メカミル)たりか |し ,青 体々が,デジtるυ)で ,ぞれが |||¬ ]になる

。ブ、|:授 1青 (/)イ〃|`ピ (ジ ii fFさオtて才Jり、タイ
‐
〔ltl」 k■ l,し ていろ

。ILI晃 (11111郵 JttHl)υ ,日寺lt,キャじ7ん 、ら20,戸を|;111し ,うち 1,頁をi望 ,せ :モーーヨーヽデー̂ 、

illlれ てrlき育てた

。|コ |||:選定したブウか変更しない、1蔵終的十二輸 1二十る5か |1前に確 lLし た

セ(1(で 3(,()01'l'以 Lυ )|ゲ7を |‖卜有 tて |メ , そt′ ||ギ ]、 ネヒトー |二 |す 1()11'真 1ノ Ⅲ`デウ「)ヽ るヽ,メ ,曹 lt

'liミ

lノ、、[)||11:署に1ル、

。マ「′一ltブ「レ|わ 体調を常にIL握 し、獣 IJ二 {二 報饉「するい IIし ている.‖ llF眠時lllゃ 食 '|″ )1't

,兄年卜 t/1,サ上げ)凩 'ヽ‖iの 1り t,兄が1准「忍
~rき
るイ4く‖引|が‖

'オ

しるよう、FIIIホ 1〔し
‐
〔いる

。‖lrLI性(Hキ |IJは ,寝 11(の ,W気 具 |卜で|]1脚 i 食
:|'(お
な力″つ具 r))(ノ )ツ ti)と lt,フンυ)個数 (通十11

711Jυつフンを
~l^る
)や油!気 1りtiまで1刊 Hザ iし てしろ

。ブ|アは村|:になて,ご 1′1るただ),1:[る場 |サ「 (|オ (,|■は,多 少υ11」 |ldがあつた11うがよい (反 動を

つけて起き llがる).

o―ィ
~ノ
ーには,簡 単なり,i気 (′ 1治りがi_liを教えているたν),1獣 ズ1人でグ,卜|んとtは可■ヒ,

・ケウシ′∈〕Lい うキャン「
′は 1膏 i」也にあり,[寒いときには気1需 ん`5⊂

｀
くらいに/tる ユ、とtpル )る  II「 l卜」

~r(ノ
つ月:活も1苦l題 lt/1い ,

。ただ,色、激に寒くなったレ,¬ ′3と ,体 rllUを崩す 口∫能IJ:1)あるυ)で ,寒さにIItオ■る練 i雪が′ど、

要 :

・ブウυ)体調山iを 考慮し,Hi千 (ノ )移動がよい

。
11,季には気淵が |く がるため,寒い1時期に移 lll,・するほうが,||イ グヽ,気候には慣オ1や・ l~い

。ゾウ|す ,l ll,IF,tの ||、ケ!り|が4歳で,ト レーーニンクを力riめる.1ヽ 15か
'‖

占1檻υ
~)中
に1別 ビ|ムめ

て,L全 に親ゾウL向任オ
「
〔
′
lil千さ‐せる.檻かt,||1司

‐
ことは,ヽ

テ‐7-,い 多1ン tハ lli ll〕 が,ど、要.Llll

μりiし たH寺 くに,いで,ほとんじない.1リ イズ:約 3 5nl illん サFι ,高さ35ヽ 10111υ )り」妻l● N11()

。
1け[高性オtげ )卜し―ニング|ま、働く「ll i―性がルんたマ)に行つており,llll物 |ま|では行オ)/tい

。4,大 くらにヽで親離オlし た後,卜し―ニングをltじ マ),181笑 くらいでrl:事を 台々ダ,る 定句■は 55

歳ぎ♪tヽ ≠j命は,S()ヽ 90歳 FIり忙,

・ ―「11■部寺1古 1上 :ム 11は働かヨ士メにぃ

。ゾウキャンフに 4,1女 し́てダニ、illlヵ ル`ぅる力`,ブウカ` 人ってイ、浴てがするこヒI IIない.i丘くまで行く

ことltt・,3

・ブウキャンフ十二|よツーー′♭は設置していない 今後ホ冬備してtヽく予定 :

・水浴 t'ヾ等1主 ,虫亡11カ もホーー々 さ)、′ワー F呈度げ)水 1谷てバをさ―きている:

・親高任オl期 までの i4ブウ′、υ)体l応 (号 1場 1lFに il17れ てイ「く等 )げ)1際 lt,規ゾウが高[れ ばなオし|、こ

ならないよう「章害となったり」
‐
るJ

・111当 めマフーが変わる場 合,■
′
シスタントマ7-がついているの■F,そ ″,ノ、、がマフーにな

るよう引継ぎを行う_
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MoNRECか ら提案を受けたアジアゾウの確認について

住宅都市局花とみどりのまち推進部動物園

確 認 日 2020年 1月 27日 (月 )

確認場所 ミャンマー・バゴー地区
ゾウキャンプ

確 認 者 佐藤 広明 ,井之上 尚文

1 概要
。2019年 12月 1911の MoN RI:(]と の協議で、提案を受けていたアジアプウ 4頭力情
報をデータベースッフトで確認したところ、オスゾウ (18歳 )及び親子の ススツ・ず7の

親 (26歳 ,が野′卜|[1来の1川体であることが判 |り lし たため,オ スヴウ及び親子のヅウこ,
3頭については,別の1川体を ||千提案して 1)ら シヽた。
・提案を受けて(1た もう 1頭の スス (16歳 )と 口l提案した主)ら・ったオス (13歳 )の 2頭
については,繁殖111体 であることを確認し、今回個体の確認を行・,た [
・lll提案してもらった親子のヅウ (1、 歳と 1歳 11か 月)がいるキャンブ地は、イ〉国の ||
程では行くことが 1本1難 (ヤ )ゴ )か ら 83マ イルと群)で 1時間)のため、3月 までに lll度
illJIIIIが 必要となった。

2  糸iキ iイヵ
イ〉111確認 した 2頭については、健康状態、性格と主)に 問題な く,本 市動物園′ヽ、の導 入

1「1体として申し分ないと考え_るこ

く提案さオlたゾウ>
lrオ ス (13歳)確 認済み
|ユ|ス ス (16歳)確 認済み
13.ス ス (18歳) 根確認
IE― スス ( 1ちt,   イく確認
来 3ど■|は親子



(確認項目,

【提案されたアジアゾウ メス 16歳】

C頭部のくばみ

3肩部の肉付き

3背部の筋肉壁

=背
骨の出)t合

CI脇腹のくばみ具合

CI腰角の出it合

10角膜混濁

13角膜潰瘍

O皮膚のリブみ

⑩傷・丘疹

①ll腔 1村

⑫虫刺

⑬尾の異常

0皮膚病

O足皮膚炎・傷

C爪の状態

O足の裏

⑩異物の有無

①姿勢

④歩様状態

」t夕 F

」芝クF

上こクチ

良好

良好

llttf

tIE

4111

中程度

411[

著変なし

41[

IIl=

llI[

fl11

ftクチ

J芝夕r

411[

異常な し

異常な し



(確認項目 )

【再提案されたアジアゾウ ォス 13歳】

①頭部のくばみ

2肩部の肉付き

3背劇:の intt ht

電′背骨の出具f)

O脇腹のくばみ具合

13‖要角kl‐ ||1具合

0角膜混濁

13角膜潰瘍

9皮膚の厚み

⑩皮膚の傷、庄疹

①ll‖空1勺

⑫虫刺

①尾の異常

0皮膚病

O足皮膚炎・傷

13爪

0足の裏

iO異物の有無

⑩姿勢

⑩歩様状態

上こ夕f

良夕予

」ξ女チ

良 J々4

良好

1ユタ!4

笠

佃r

中程度

llll

著変なし

1‖[

(l■

,II=

41r

J芝女f

Jと女チ

チ|ミ

異常なし

ダき,控えミし

[ ‐1 1~「¬




